
 

 

数は 31 万 8,775 所で、前年

比 1 万 9,985 所増加し、届

出の義務化以降、こちらも

過去最高を更新していま

す。対前年増加率は 6.7％

と、前年の 4.8％から 1.9 ポ

イントの上昇でした。 

 

◆国籍別では、ベトナムが

昨年同様に最多 

国籍別では、ベトナムが

最も多く 51 万 8,364 人で、

外国人労働者数全体の

25.3％を占めています。次

いで中国 39 万 7,918 人（全

体の 19.4％）、フィリピン

22 万 6,846 人（全体の

11.1％）の順となっていま

す。 

対前年増加率が高かった

のは、インドネシア

（56.0％増）、次いでミャ

ンマー（49.9％増）、ネパ

ール（23.2％増）の順とな

っています。 

 

◆在留資格別では、「専門

的・技術的分野の在留資

格」が前年比最多の増加率 

在留資格別では、「専門

的・技術的分野の在留資

格」が対前年増加率として

最も大きく 59 万 5,904 人

で、前年比 11 万 5,955 人

（24.2％）の増加、次いで

「技能実習」が 41 万 2,501

人で、前年比６万 9,247 人

（20.2％）増加、「資格外

活動」が 35 万 2,581 人で、

前年比２万 1,671 人

（6.5%）の増加でした。 

【厚生労働省「「外国人雇

用状況」の届出状況まとめ

（令和５年 10 月末時】 

男女の賃金の差異、平均

値が初公表されました 
 

◆男女の賃金の差異の平均

値 

 令和４年７月８日に、女

性活躍推進法に基づく女性

の活躍に関する情報公表項

目に「男女の賃金の差異」

が追加され、常用労働者 301

人以上の大企業に対し情報

公表が義務化されたのは記

憶に新しいところです。 

 今般、厚生労働省の労働

政策審議会雇用環境・均等

分科会において、男女の賃

金の差異の平均値（対象：

301 人以上事業主）が明らか

にされました。 

≪男性の賃金に対する女性

の賃金の割合の平均値≫ 

・全労働者→69.5％ 

・正規雇用労働者→75.2％ 

・非正規雇用労働者→

80.2％ 

※義務対象企業 17,370 社の

うち、女性の活躍推進企

業データベースに加え、

厚生労働省が把握した

14,577 社の公表数値の平

均値（令和６年１月 19日

時点） 

 

◆求職者にとっての比較材料

に 

男女の賃金の差異は、厚生

労働省の「女性の活躍推進企

業データベース」で公表され

ています。もちろん、差異が

大きいからといって一概に差

別的な取扱いをしているとい

うものではありません。しか

し、あまりに開きがある場

合、特に女性の求職者が不安

を覚える可能性は大いにあり

ます。今回公表された平均値

は、採用活動において重要な

意味を持つことでしょう。逆

にいえば、十分な取組みを行

っているという企業は、適切

な説明や積極的な発信をする

ことで、この数値を味方とす

ることもできそうです。その

ためのはじめの一歩として、

まずは自社の男女の賃金の差

異を把握することが重要で

す。 

【厚生労働省「第 67 回労働

政策審議会雇用環境・均等分

科会」】 

 

 

３月は１年で１番気温変化

が大きいといわれていま

す。体調にご留意ください。 

 

 

学生優位の売り手市場に

おいて、企業側も内定者の囲

い込みに必死になっていま

す。最近では、内定辞退等を

防ぐため、就職希望者の親に

入社や内定の承諾を確認す

る「オヤカク」などの広がり

等が多く報道されていると

ころです。 

 

◆人材確保の難化への対応

を 

これまでの新卒採用は、４

月入社に向けた一括採用が

主流でした。しかし、労働力

人口の減少やグローバル化

の状況を踏まえ、経団連は多

様な人材の獲得に向けて通

年採用の拡大を提言してい

ます。今後、大企業の通年採

用の拡大が予想される中、内

定辞退率の高さで悩まされ

がちな中小企業は、人材獲得

のさらなる難化が指摘され

ています。 

深刻化していく人材確保

の問題に対応すべく、自社に

おける採用活動のあり方を、

より一層検討していく必要

があるでしょう。 

【厚生労働省・文部科学省

「令和５年度大学等卒業予

定者の就職内定状況調査（令

和５年 12月１日現在）」】 

外国人労働者数が初の

200万人超え～厚生労働省
のまとめより 
厚生労働省は１月 26 日、

令和５年 10 月末時点の外国

人雇用についての届出状況

の取りまとめを公表しまし

た。 

国内で働く外国人は昨年

10 月末時点で前年と比べ

12.4％増えて、204 万 8,675

人に上り、平成 25 年から

11 年連続で過去最多を更新

しました。外国人労働者の

増加率はコロナ禍前の水準

にまで回復しています。ま

た、比較可能な平成 20 年以

降、200 万人を超えるのは

初めてです。 

 

◆外国人労働者数は過去最

高を更新 

外国人労働者数は 204 万

8,675 人で、前年比で 22 万

5,950 人増加し、届出が義

務化された平成 19 年以降、

過去最高を更新しました。

対前年増加率は 12.4％と、

前年の 5.5％から 6.9 ポイン

ト上昇しています。 

 

◆外国人を雇用する事業所

数も過去最高を更新 

外国人を雇用する事業所

続く売り手市場、最近の学

生の就活状況は？ 
～厚生労働省の大学等卒業

予定者の就職内定状況調査

より 

◆大学生の就職内定率は

86％、前年同期から 1.6 ポイ

ント上昇 

いよいよ３月卒業の学生

等が新入社員として働き始

める時期が近づいてきまし

た。今春卒業予定の学生等の

就職状況はどうだったので

しょうか。 

厚生労働省と文部科学省

が公表した、令和６年３月大

学等の卒業予定者の就職内

定状況調査（令和５年 12 月

１日現在）によれば、大学生

の就職内定率は 86.0％（前年

同期比 1.6 ポイント上昇）と

なっています。 

また、短期大学の就職内定

率は 66.7％で同 2.7 ポイン

ト低下となっているものの、

高等専門学校および専修学

校（専門課程）の就職内定率

は、それぞれ 97.8％（同 1.2

ポイント上昇）、73.2％（同

3.4 ポイント上昇）と、売り

手市場が続いている状況が

見てとれます。 

◆学生の囲い込みのための

オヤカク 
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